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中
華
人
民
共
和
国
に
お
け
る
旅
行
業

は
、
建
国

の
年

一
九
四
九
年

=

月

に
、
海
外
華
僑
の
受
け
入
れ
業
務
の
た

め
に
設
立
さ
れ
た

「中
国
旅
行
社
総

社
」
に
始
ま
る
。
中
国
同
胞
以
外
の
外

国
人
は
、
九
年
後
の
五
四
年
五
月
に
設

立
さ
れ
た

「中
国
国
際
旅
行
社
総
社
」

と
考
え
る
と
今
日
ま
で
お
よ
そ
半
世
紀

が
経
過
し
て
お
り
、
こ
の
過
程
で
は
、

様
々
な
事
象
が
業
界
発
展
に
影
響
を
与

え
て
い
る
。

七
〇
年
代
末
か
ら
、
改
革
開
放
政
策

が
進
む
な
か
、
地
域
限
定
で
の
外
国
人

の
段
階
的
な
受
け
入
れ
策
が
、
香
港
隣

接
の
深
鯛
か
ら
始
ま
る
。
そ
の
後
、
広

東
省
広
州
地
区
へ
拡
大
、
八
二
年
に
ほ

ぼ
全
土
へ
の
外
国
人
観
光
旅
行
が
認
め

ら
れ
、
旅
行
業
の
全
国
的
な
展
開
が
進

む
こ
と
に
な
る
。
八
九
年
の
天
安
門
事

件
に
よ
る
一
時
中
断
は
あ
る
が
、
九
〇

年
代
後
半
か
ら
は
、
中
国
経
済
の
発
展

に
呼
応
す
る
形
で
業
界
は
急
成
長
を
遂

げ
る
。

一
方
、
九
七
年
の
中
国
公
民
の

海
外
旅
行
自
由
化
や
、
〇

一
年
の
W
T

O
加
盟
に
よ
る
外
資
参
入
な
ど
、
に
わ

か
に
業
界
の
法
制
度
の
問
題
点
も
浮
き

彫
り
に
な
り
、
監
督
す
る
中
国
国
家
旅

遊
局
指
導

の
下
で
、
そ
の
整
備
が
急

ピ
ッ
チ
で
進
め
ら
れ
て
い
る
。

中
国
公
民
の
国
内
旅
行
を
見
る
と
、

経
済
成
長
に
よ
る
個
人
所
得
と
消
費
の

増
大
、
余
暇
の
保
有
が
進
み
、
九
〇
年

代
の
政
府
国
内
旅
行
奨
励
策
と
、
年
三

回
制
定
し
た
ゴ
ー
ル
デ

ン
ウ
ィ
ー
ク

(春
節

・
労
働
節

・
国
慶
節
)
と
か
み

合
い
、
全
国
的
な
国
内
旅
行
ブ
ー
ム
を

作
り
出
し
た
。
都
市
部
に
お
け
る
地
方

出
稼
ぎ
労
働
者
の
里
帰
り
な
ど
も
数
に

含
ま

れ

る
が
、

今

や
全

土

で

の
国
内

旅

行
者

数

は
、
年

間
延

べ

一
二
億
人

に
も

及

ぶ
。

こ
れ

に
海
外

か
ら

の
旅
行

者
数

も
加

え

る
と

お
よ

そ

=

二
億

人

で
、

ほ

ぼ

中

国

人

口

に
匹

敵

す

る

こ

と

に

な

る
。

日

本

に

お

け

る

国

内

旅

行

者

数

は
、
宿

泊
を

伴

う
人

数

だ
け

で
も
年

間

三
億

二
千
万

人

と

い
わ

れ
、

日
本

人

口

の
お

よ
そ

三
倍

と

い
う

こ
と

か
ら

す

る

と
、
中

国

に

お
け

る
国
内

旅

行
者

数

は

ま
だ

ま
だ

で
あ

り
、

今

後
少

な
く

と

も

数

倍
増

の
市
場

が

見
込

ま

れ

る

こ
と

に

な

る
。

旅

行
需

要

を
生

み
出

す
素

材

を

み

て

も
、

広
大

な

国
土

に
、
少

数

民
族

に
代

表

さ
れ

る
様

々

な
文
化

や
歴
史

、

そ
し

て
異
な

る
景

観

な
ど

、

そ

の
豊

富

さ
か

ら
将
来

性

は
明

ら

か

で
あ

る
。
国

の
魅

力

度

の
目
安

と

な

る
外

国
人

旅
行
者

数
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統

計

で

は
、
〇

五

年
度

に
は
、
第

一
位

の

フ

ラ

ン

ス
七

六

〇

〇

万

人

に

対

し

て
、
中

国

は
年

間

四
七

〇
〇

万
人

と
、

米

国

・
ス

ペ
イ

ン
に
次

ぐ
第

四
位

に
位

置

し

て

お
り
、

間
違

い
な
く

こ

こ
数

年

内

に
は
世

界
第

一
位

の
国

に
な

る
で
あ

ろ
う
。

中

国
政

府

も
、
旅

行
業

発
展

に

よ

る
就

労
先

拡

大

で
、
余

剰
労
働

力

の

受

け

皿
と

し

て
も
業

界

に
大
き

な
期
待

を

寄

せ

て

い
る
。

間

近

に
迫

る

「北

京

オ

リ

ン

ピ

ッ

ク
」
、

そ

し

て

二
年

後

の

「上

海
世

界

博

覧
会

」

と
、

世
界

か

ら

の

「人

」

と

「
目

」

を
集

め

る
中

国

で
、

発

展

が
求

め
ら

れ

る
旅

行
業

は
、
真

に
厳

し

い
試

金

石

を
迎

え

る

こ
と

に
な

る
。

旅
行
業
を
推
し
進
め
た

「免
換
券
」
と

「掛
け
軸
」

外
貨
準
備
額
で
日
本
を
抜
い
て
第

一

位
の
中
国
で
あ
る
が
、
八
二
年
か
ら
の

外
国
人
旅
行
開
放
政
策
で
全
国
展
開
を

し
た
旅
行
業
は
、
当
時
の
外
貨
獲
得
に

大
き
く
貢
献
を
し
た
。
商
業
活
動
と
し

て
認
め
ら
れ
た
旅
行
業
は
、
外
貨
獲
得

奨
励
策
に
後
押
し
さ
れ
、
中
央
政
府
各

機
関
を
は
じ
め
、
各
地
方
政
府
機
関
が

競
っ
て
国
際
旅
行
社
を
設
立
さ
せ
る
。

こ
れ
が
、
今
日
全
国

一
万
八
〇
〇
〇
社

を
有
す
る
中
国
旅
行
業
の
基
礎
を
成
し

た
と
い
え
る
。
同
時
に
、
外
国
人
受
け

入
れ
に
不
可
欠
な
外
国
語
ガ
イ
ド
育
成

も
徹
底
し
て
行
わ
れ
た
。
現
在
の
全
国

ガ
イ
ド
総
数
は
九
万
六
〇
〇
〇
人
で
、

日
本
語
ガ
イ
ド
も
、
全
国
で
九
八
〇
〇

名
が
登
録
さ
れ
て
い
る
と
い
う
。

余
談
で
あ
る
が
、
観
光
立
国
を
提
唱

す
る
日
本
は
、
中
国
か
ら
の
訪
日
観
光

誘
客
に
必
死
で
あ
る
が
、
対
応
す
る
た

め
の
中
国
語
ガ
イ
ド
数
は
登
録

一
万
二

〇
〇
〇
名
余
り
で
、
実
稼
動
者
は
、
そ

の
半
分
程
度
と

い
う
の
が
現
状
で
あ

る
。獲
得
を
目
指
し
た
外
貨
は
、
人
民
元

と
外
貨
の
格
差
を
解
消
す
る
目
的
と
、

一
般
庶
民
間
で
の
流
通
を
防
止
す
る
目

的
で
、
外
国
人
旅
行
者
用
の
免
換
券
が

発
行
さ
れ
る
。
し
か
し
、

一
部
で
の
闇

流
通

が
高

収

入

ビ
ジ

ネ

ス
を
作

り
出

し

た
。

当
然

な

が

ら
、
免

換
券

に
接

す

る

機

会

を
持

つ
外
国

語

ガ
イ

ド

は
、

そ

の

恩
恵

を

受

け

る
ケ

ー

ス
も

少

な

く

な

く
、

外

国

語

ガ

イ

ド

志

望

者

は

増

加

し
、
旅

行

業

の
担

い
手

で
あ

る

ガ
イ
ド

増

に

よ
り

、
旅

行
業

全
体

を
勢

い
付

か

せ
た
。
さ

ら

に
、

ガ
イ

ド
業

の
魅
力

を
増

大

さ

せ
た

の
が
、
旅

行

に
付

き
物

で
あ

る

お
土

産

で
あ

る
。
九

〇
年

代

の
中

国

旅

行

は
原

則
団

体
行

動

で
の
旅

程
消

化

、

当
然

な

が
ら

土
産

店

も
指
定

さ

れ
、

そ

こ
に
は
多

額

の
購

入
代

金

が
落

と
さ

れ

る
。

し

か
も

、

そ

の
売

上

は
、

ガ
イ

ド

の
説

明

・
紹
介

の
如

何

に

よ

っ
て
大

き

く
左
右

さ

れ

る

こ
と
か

ら
、
土

産
店

は

売

上
増

の
た

め

に
ガ
イ

ド

へ
協

力

を
依

頼

す

る
。

ガ

イ
ド

は
そ

の
見
返

り

に
副

収

入
を

得

る
と

い
う

構
図

が

で
き

あ
が

る

の
で
あ

る
。

と
り

わ

け
、
当

時

の
日
本

人
旅

行

者

は
、

中

国
旅

行

の
お
土
産

と
し

て
誰

も

が
競

っ
て

「掛

け
軸
」

を
購

入

し
た

。
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成

田
空

港

で
は
、
中

国

か
ら

の
大

半

の

帰

国
者

が

「掛

け
軸

」

の
束
を
抱

か

か

え

て
降

り
立

つ
姿

を
よ
く

目

に
し
た

も

の
で
あ

る
。

物
価

が
異

な
る
中

国

で
、

一
本

数

万

円

も

の

「掛

け
軸
」

を
多

く

の
日
本

人

団
体
客

が
取

り
合

う
。
大

型
団
体

の

一

か
所

で

の
お
土

産
購

入

で
、

ガ
イ
ド

が

手

に
し

た
副
収

入

が
、
当

時

の
平
均

年

収

を
上

回

る
額

と

な

っ
た
ケ

ー

ス
も

稀

で
は
な

か

っ
た
と
聞

く
。

こ
の
副
収

入

の
仕
組

み

は
、

ガ

イ
ド
業

務

に
斡
旋

業

的

な
色
合

い
を
強

め
さ

せ

る
結

果

に
な

る
。
事
実

、
今

で
も
中

国
を
旅

行

す
る

際

に
、

ガ
イ

ド
が
執

拗

に

お
土

産
購

入

を

勧

め
る
ケ

ー

ス
も
多

い
。

ガ

イ
ド

の
現
地
対

応

が
旅
行

の
良

し

悪

し

を
左

右

す

る

こ
と

も
多

く
、

こ
う

し
た

こ
と
か

ら
旅
行

者

に
悪

い
印
象

を

与

え

る
ケ
ー

ス
も

あ

る
。

二
度

三
度

と

訪

中

す

る
フ

ァ
ン

「
リ
ピ

ー
タ

ー
」
を

期

待

す

る
中

国

政

府

も

注

視

し

て

お

り
、

こ
う

し
た
問

題
解

決

に
は
、

中
国

側

だ
け

で
な

く
、

送
客

元

と
な

る
日
本

の
旅
行
会
社
側
の
ガ
イ
ド
経
費
に
も
要

因
が
あ
り
、
両
国
旅
行
業
間
で
の
解
決

努
力
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

「世
界
遺
産
」認
定
効
果
と
維
持
管
理

一
九
七
二
年

ユ
ネ
ス
コ
総
会
で
採
択

さ
れ
た

「世
界
遺
産
」
、
中
国
で
は
自

然

・
文
化
を
合
わ
せ
て
す
で
に
三
五
か

所
の
地
域
や
施
設
が
認
定
を
受
け
て
い

る
。
旅
行
客
誘
致
に
お
け
る

「世
界
遺

産
」
効
果
は
大
き
く
、
中
国
各
省
人
民

政
府
並
び
に
関
係
機
関

・
旅
遊
局
は
、

そ
の
認
定
獲
得
の
た
め
に
躍
起
に
な
っ

て
い
る
。
認
定
地
で
の
入
場
料
収
入
や

付
随
す
る
旅
行
業
収
入
も
大
き
く
、
地

域
経
済
効
果
へ
の
期
待
は
大
き
な
も
の

が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

代
表
的
な
世
界
遺
産
と
い
え
ば
、
文

化
遺
産

「万
里
の
長
城
」、
自
然
遺
産

「九
塞
溝
」
な
ど
が
あ
る
。
そ
の
素
晴

ら
し
さ

・
美
し
さ
は
、
国
内
外
を
問
わ

ず
多
く
の
観
光
客
を
招
き
入
れ
て
い
る

が
、
そ
の
管
理
面
で
の
徹
底
振
り
に
は

敬
服
す
る
。
「九
塞
溝
」
で
は
、
外
部

か

ら
持

ち

込

ま

れ

た

ご

み

は

も

と

よ

り
、
排

泄
物

ま

で
も
、

完
全

に
持

ち
出

す

の
で
あ

る
。
朝

一
番

に
入
場
ゲ

ー

ト

を
通

り
抜

け

る
黄

色

の

バ
ス
、
夕

刻
閉

門

時
最

後

に
出

て
ゆ

く

こ
の

バ
ス
は
、

大

型

バ

ス

を
改

良

し

た

「
移

動

ト

イ

レ
」
。

し

か
も

こ

の
バ

ス
を

含

め

て
指

定

エ
リ

ア

を
移

動

す

る

バ

ス

の
燃

料

は
、

全

て
天
然

ガ

ス
と

い
う

こ
と
を

聞

い
て
驚

か
さ

れ

る
。
自

然

破
壊

を
防

ぐ

策

と
し

て
、

一
酸
化

炭
素

ガ

ス
を
排

出

さ

せ
な

い
徹
底

ぶ

り
、
加

え

て
広

大

な

場
内

を
常

時
清

掃

す

る
作

業

員

の
数

も

多

く
、

こ
れ

も
ま

た
労
働

力
豊

富

な
中

国

な

ら

で
は
で
あ

る
。

情
報
化
時
代
、
メ
デ
ィ
ア
の
功
罪

一
九

八
〇

年
、

映
像

と
音

楽

で
日
本

人

の
心

を

西

へ
駆

り

立

て
た

N

H

K

T

V
特

集

「
シ

ル
ク

ロ
ー

ド
」

は
、
秘

境

の
地

へ
と
、
多

く

の
日
本

人

を
旅

に

駆
り

出

さ
せ
た

。

さ
ら

に
、
九

六
年

の

「三
峡

ク

ル
ー
ズ
」
、

〇

二
年

の

「九
塞

溝

」
、

〇

六

年

の

「
青

蔵

鉄
道

」

と
、
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こ
れ
ら
全

て

の
T
V
特
集

は
、

毎

回
中

国
旅

行
熱

を
煽

り
、

ブ

ー

ム
は

T
V

と

い
う
強
力

な

メ
デ

ィ

ア
に
よ

っ
て
作

り

出

さ
れ

た
。

反

面
、

国
交

正
常

化

三
十
周

年

以
降

続
く

中
国

ブ

ー

ム
の
最
中

に
発

覚

し
た

感
染
症

S
A

R
S
、

〇

三
年

四
月

か

ら

六
月

の
二
か
月

間
、

昼
夜

を
問

わ
ず

茶

の
間

に
流

さ

れ
た

「
マ
ス
ク
姿

」
映

像

に
よ
り
、

観
光

は
も
ち

ろ
ん
業

務

に

い

た

る

一
切

の
中

国
渡

航
を
皆

無

に
さ
せ

た
。
旅

行

業
史

上

か

つ
て
な

い
出
来

事

で
あ

っ
た

と

い
え

る
。

七

月

の
中
国

政
府

に

よ
る

「
安
全

宣

言
」
後

も

渡
航

回
復

の
兆

し

は
な
く

、

二
か
月
後

の
九

月
、

最
後

の
回
復

策

と

し

て

「査

証
免
除

」

と

い
う
切

り
札

ま

で
実

施

し
た
。
本

格

回
復

は
翌
年

春

に

及
ぶ

が
、

再
び
鳥

イ

ン
フ
ル

エ
ン
ザ

の

ニ
ュ
ー

ス
が

メ
デ

ィ
ア
を
賑

わ

し
、
旅

行
者

の
足

を
止

め
た
。

こ
の
後

も
中

国

で
起

こ
る
様

々
な
事
象

が

メ
デ

ィ

ア
に

の
り

、
日
本

中

の
茶

の
間

に
ダ

イ

レ
ク

ト

に
送

ら

れ
、

そ

の
度

に
旅

行
業

は
大

き
な
影

響

を
受

け

る

こ
と

に

な

る
。

〇

四
年

「反

日
デ

モ
」
騒

動

、
〇

五
年

靖

国
問
題

と

「政
冷

経
熱

」

時
代

、

そ
し

て
、
昨

年
七

月

=

日
報
道

の

「食

品

問

題

」
。

メ
デ

ィ

ア
に

よ
り

ブ

ー

ム
が

創

生

さ
れ
、

メ

デ

ィ
ア
に

よ

っ
て
崩

壊

す

る
。
今

や

メ

デ

ィ
ア
は
、

旅
行

業

に

と

っ
て
無

視

で
き

な

い
も

の

で
あ

る
。

中
国
旅
行
業
が
抱
え
る
問
題

中

国

の
旅

行
業

は
、
外

国

人
受

け

入

れ

の
国
内

旅
行

業
務

が
先

行

し
た

こ
と

か

ら
、

ガ
イ

ド

の
果

た

す
役
割

は
大

き

く

、
現
場

に

限
ら
ず

ホ

テ

ル
や

レ

ス
ト

ラ

ン
な

ど
予
約

手
配

の
業

務
全

般

を

も

手
掛

け

る
場
合

も
多

く
、

こ
う
し

た
手

配
経

験
を

元

に
、
政

府
認

可

の
旅
行

会

社

に
名
義
料

と
売

り

上
げ

の

一
部

を
納

め
、

そ

の
会

社

の

一
部

門

と

し

て
外

国

人
受

け
入

れ
業
務

を

行
う

、

い
わ

ゆ

る

請
負

ス
タ

イ

ル

の
個

人
経

営

の
旅

行

社

も
多

く
存
在

す

る
。

こ
の
形
態

は
、

観

光

バ

ス
業
界

に
も

一
部

存
在

す

る
。

バ

ス
を

所
有

す

る
ド

ラ
イ

バ
ー

に
よ

る
個

人
経
営
で
、
安
全
管
理
や
運
行
管
理
面

で
の
問
題
が
残
る
上
、
そ
の
利
用
は
、

個
人
経
営
旅
行
社
が
多
い
と
い
わ
れ
て

い
る
。
旅
行
の

「安
心
」
「安
全
」
を

担
保
す
る
上
で
、
旅
行
業
と
し
て
の
責

任
が
問
わ
れ
る
今
、
こ
の
よ
う
な
個
人

経
営
型
旅
行
業

の
存
在
に
は
疑
問
を
感

じ
る
。
こ
う
し
た
旅
行
業
形
態
は
、
中
国
の

若
者
に
も
人
気
を
得
て
い
な
い
よ
う
で

あ
る
。
大
学
等
で
語
学
を
修
得
し
た
学

生
の
ガ
イ
ド
志
望
者
が
各
地
で
激
減
、

待
遇

・
収
入
な
ど
か
ら
I
T
関
連
企
業

や
商
社
な
ど
に
集
中
し
て
い
る
と
い

う
。
市
場
の
将
来
性
に
反
し
て
、
担
い

手
の
減
少
と
い
う
現
実
は
、
外
国
人
旅

行
者
受
け
入
れ
第

一
位
を
掲
げ
る
中
国

に
お
け
る
旅
行
業
の
先
行
き
を
危
惧
さ

せ
る
。

先
行
日
本
の
ノ
ウ
八
ウ
を

活
か
せ
る
中
国

豊
富
な
観
光
資
源
と
広
大
な
国
土
、

そ
し
て
=
二
億

の
人
口
。
加
え
て
更
な
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る
経

済

発

展
と

人
民

の
生
活

向

上
、

こ

う

し
た

背

景

の
中

で
、
国
内

旅

行

・
外

国

人
受

け

入
れ
旅

行

、

そ
し

て
海
外
旅

行

、
過

去

日
本

が
歩

ん

で
き
た

旅
行
業

を
考

え

る
と
、

そ

の
市
場

の
魅

力

は
凄

ま

じ

い
も

の
と

思
え

る
。

不
要

不
急

な
旅

行

と

い
う
商

品

を
扱

う
旅
行

業

は
平

和
産

業

で
あ

る
。
昨

今

食

品
問

題

が
、
瞬

く

間

に
旅

行

者

を
半

減

さ

せ

た

よ

う

に
、

旅

行

に

は

「
安

心
」

「安

全

」

が

絶

対
視

さ

れ

る
時

代

で
あ

り
、

国
や

地
域

の
違

い
と

い

っ
た

こ
と

に
よ

る
例
外

は
な

い
。

こ
の
面

で

先
行

し

て
改
善

に
取

り
組

ん

だ
日
本

の

旅
行
業

界

に

は
、
蓄

積

し
た

ノ
ウ

ハ
ウ

が

あ

る
。

魅

力

と
将

来

性

あ

る

市

場

「中

国

」

で
、

更

な

る

旅

行
業

の
発

展

の
た
め

に
、

こ
う

し
た

ノ
ウ

ハ
ウ

を
生

か
す

こ
と

が

で
き

る

の
で

は
な

い
か
。

と

は

い
え
、
海

を
渡

っ
て

の
企

業

進
出

も
あ

る
が
、
国

民
性

・
生

活

風
土

な

ど

を
考

え

る
と
、

日
本

型
旅

行
業

が
そ

の

ま
ま
支
持

さ

れ
る

と

は
思
え

な

い
。

急
激

に
経
済

発
展

を
遂

げ

て

い
る
中

国
。
高

度
成

長
期

時

代

の
日
本

が

そ
う

で
あ

っ
た

よ
う

に
、
旅

行

業
市

場

は
急

速

に
拡
大

し
、
大

き

な

ビ
ジ

ネ

ス
を
創

生

す

る
こ
と

は
確

実

で
あ

る
。

た

だ
、

そ

の
推
進

者

は
中

国

の
若

者

た
ち

で
あ

る
は
ず

。

旅

行
業

に
お
け

る

ノ
ウ

ハ
ウ

に
加

え

て
、

共
存

互
恵

の
精

神

の
基

で
の
企
業

活
動

と

そ

の
支
援

を
し

て

こ
そ
彼

ら

の

理
解

を
得

ら

れ
、

そ
う

し
た

企
業

努
力

を

か

さ
ね

る

こ
と

に
よ

り
、

中
国

で
根

付

く

日
中

合
作

型
旅

行
業

を
作

り
上
げ

る

こ
と

が

で
き

る
と
考

え

る
。

日
中
関

係

が

こ
れ
ま

で
に
な

く
良

好

視

さ

れ
る
現

在
、

民
間

交
流

を
演

出

す

る
旅
行
業

の
果
た

す
役

割

は
大

き

い
。

両

国
旅

行
業

の
発

展

の
た

め

に
、

一
層

の
業

界

・
会

社
間

で

の
ビ

ジ

ネ

ス
交

流

を
加
速

さ

せ
る
必

要

が
あ

る

の

で
は
な

い
だ

ろ
う

か
。

(阪
急
交
通
社
)
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